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 モジホコリの変形体は、単に餌に向かっての増殖や

移動だけではなく、さまざまに条件を設定した実験が

可能である。酸やアルカリに対する走行性、光に対す

る走行性などである。これらは、小学生の自由研究で

も簡単にできるレベルの実験だ。 
 先日 NHK で放映されていた「粘菌～脳のない天才」

というフランスのテレビ局が制作した番組は、非常に

参考になった。その中で「モジホコリの変形体は塩分

を嫌う」という実験があった。私はそれを真似してみ

ようと思った。 

 
 実験装置は簡単だ。真ん中を四角くくり抜いたろ紙

の両端に菌体と餌を置く。真ん中にポリエチレンフォ

ームの防壁も置いた。壁の下は湿らせただけ、上には

食塩の結晶を置いた。「ごましお」に入っている、細

長い食塩塊だけより分けて、縦に並べておいた。 

 
 翌日、変化体は防壁をよじ登るという、想定外の経

路をたどって、餌に到達していた。ベルリンの壁とで

も思ったのだろうか？不思議な行動である。 

 
 更に 8 時間後、このように食塩のない側に変形体が

まん延していた。壁の上部まで登りつめて、一部はタ

ッパーの蓋の裏側にまで達していた。 

 
 食塩のない側は、隔壁の側面まで変形体がびっしり

とへばりついている。恐らく塩分の気配を感じて、ろ

紙上の移動は危険と判断したのだろう。 

 
 反対側の食塩が置いてある方は、壁にはよじ登って

いるものの、ろ紙上は「見事に皆無」だった。明らか

に塩分を避けて移動していることがわかる。しかし、

ＮＨＫの番組では「変形体は塩分に慣れることを学習

する」とも言っていた。このあとどうなるだろうか？ 


